
AG2023  経営指標
AG2023目標AG2023目標 FY22実績FY22実績 FY23予想FY23予想

受注高成長受注高成長 8～108～10%／年%／年
※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

20.720.7%／年%／年
※FY20～FY22期間※FY20～FY22期間

11.311.3%／年%／年
※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

売上高成長売上高成長 4～64～6%／年%／年
※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

10.510.5%／年 %／年 
※FY20～FY22期間※FY20～FY22期間

7.97.9%／年 %／年 
※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

ROSROS 1010%（FY23）%（FY23） 9.79.7%% 10.210.2%%

EPS成長EPS成長 16～1816～18%／年%／年
※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

42.342.3%／年 %／年 
※FY20～FY22期間※FY20～FY22期間

31.831.8%／年%／年※※※※

※FY20～FY23期間※FY20～FY23期間

ROEROE 1010%以上（FY23）%以上（FY23） 10.910.9%% 11.111.1%%※※※※

営業キャッシュ・フロー営業キャッシュ・フロー 1,4001,400億円以上億円以上
（3年累計）（3年累計）

920920億円億円
（2年累計）（2年累計）

1,4001,400億円億円
（3年累計）（3年累計）

AG2023 計画為替レートAG2023 計画為替レート
1USD：105円1USD：105円

FY22実勢為替レートFY22実勢為替レート
1USD：136.12円1USD：136.12円

FY23計画為替レートFY23計画為替レート
1USD：130円1USD：130円

FY21
実績

FY20
実績
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FY20 1USD 106.01円
FY21 1USD 112.94円
FY22 1USD 136.12円
FY23 1USD 130円

受注高（億円）
売上高（億円）
ROS（％）

4,000

5,000

6,000

6

8

10

12

3 コーポレート成長戦略

中期経営計画
AccelerateGrowth2023
4つの基本戦略レビュー

※※当社は自己株式の取得について決議しました。FY23予想における「EPS成長およびROE」については、当該自己株式※※当社は自己株式の取得について決議しました。FY23予想における「EPS成長およびROE」については、当該自己株式
　　の取得の影響を考慮していません。したがって、今後の自己株式取得の状況により、変動する可能性があります。　　の取得の影響を考慮していません。したがって、今後の自己株式取得の状況により、変動する可能性があります。

プロダクト製品開発における製品維持工数削減比率推移

1 IA2IA/Smart Manufacturingの実行と
存在価値の変革 2 業種対応力の強化と

非業種依存のビジネス拡大 3 収益性の確保と健全な成長 4 社内オペレーション最適化と
マインドセットの変革

提供価値の拡張
 IA2IAの構想の実行フェーズへの移行
  Smart Manufacturingによるソリューションの提供 
範囲の拡大

提供価値の拡張
  総合エネルギー企業にシフトするエネルギー業種の 
お客様への新たな価値の提供

 他業種、非業種依存のビジネスの拡大

価値提供における収益性と成長
  大規模プロジェクトのナレッジ集約と効率化
  高い価値を生む製品群へのリソース集中
  ソフトウエアやエンジニアリングの領域での利益確保

社内基盤の強化
 戦略立案機能の強化
 挑戦を奨励する企業文化や組織風土の醸成
 Internal DXとビジネスモデル変革
 人財のスキル転換とエンゲージメント向上

成
果

提供価値を具体化し、実績と成果を積み上げている

  IA2IA/Smart Manufacturingの取り組みが順調に進捗
 新規ソリューション数　100件（FY21,FY22累計）
 海外受注件数　355件（FY21,FY22累計）

  高いプロジェクト遂行能力、インテグレーション能力
が要求されるMAC/MAIC受注件数増

  9企業の産業間連携によるカーボンニュートラル実現
可能性調査

  プラント自律制御AI（FKDPP）が「第52回日本産業技術
大賞」で最高位の内閣総理大臣賞を受賞 P.57

注力業種受注への取り組みが進む

  注力業種受注額
 再生可能エネルギー　71億円（対FY20  1.8倍）
 高機能化学（海外）　  136億円（対FY20  2.3倍）
 医薬・食品　　　　　207億円（対FY20  1.1倍）

  注力業種拡大に向けたM&Aや提携
 廃棄物・バイオマス発電向け技術を持つDublix社買収
  大塚化学との合弁会社「シンクレスト社」設立 P.48

  水素、アンモニアなどの受注案件増
  海外の水ビジネス案件増（海水淡水化、再生水など）

中長期の収益性向上の鍵となるオペレーション効率化に
向けて基盤整備を着実に進めている。目指す姿の全体像は
描けており取り組みを加速していく

  生産部品調達難に対応しながらも、リソースシフトに 
よるプロダクト製品開発の効率改善進む
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FY22実績：FY19比 34%減
FY23目標：FY19比 50%減

  プロジェクトデリバリー、サービスのプロセス効率化の
取り組みが進捗
  プロジェクト調達コストの削減：約20億円（FY21,FY22累計）

人財のスキル転換、マインドセット変革の重要性が共有
され、各取り組みが前進している

  Internal DXの取り組みが順調に    　

FY21
デジタルプロセス率

FY23目標:63%

FY22実績:63%
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進捗 P.54

 人財のスキル転換・マインドセット変革へ取り組み前進
 IT部門のDX人財が増加
  IA2IA/Smart Manufacturingをリードする公認S.I.R.I.資
格取得者の育成が進捗 P.33

  グローバルトレーニングセンターを設置。ソリュー 
ション提案人財の育成が進捗 P.65

課
題
と
対
応

リカーリング／サブスクリプションなどの新しい
ビジネスモデルの確立と、スケールアップ加速

  お客様のDX、IT/OTコンバージェンスを推進する人財
の質と量の強化

　例）公認S.I.R.I.資格取得者育成 P.33

  ソリューション提案人財育成とマインドセット変革
の推進

　例）シンガポールにグローバルトレーニングセンター
　　  を設置 P.65

  地域拠点とのコミュニケーションとKPIモニタリング
強化

  横河デジタル株式会社への好調な引合いを捉えたビ
ジネス加速

ライフ事業のビジネス成長（特に海外ビジネス）

  既存領域（医薬、食品、水）における事業基盤強化と
　豊富な国内事例を生かした海外展開の加速

  ライフサイエンス、医薬を中心にM&Aやアライアンス
による事業基盤強化、ポートフォリオの拡大

例）  海外拠点の人財スキルアップ
 国内メンバーによる海外拠点サポート強
 客先デモンストレーション強化
 デジタルマーケティングの活用

新たなコスト上昇要因もあるが、各施策を粘り強く継続

  生産部品・プロジェクト調達品の調達難と価格高騰
 粘り強い交渉、供給先拡大、代替部品活用、設計変更
 販売価格適正化

  グローバルでのオペレーション効率化に向けた基盤整
備加速（4つの変革プロジェクト）
①組織構造の改革
②業務プロセス標準化およびプロセス連携、情報基盤革新
③顧客経験の向上に向けた基盤整備
④人事制度の統一、情報基盤整備

  CCC日数の縮減
  地域の商習慣、長年の取引慣行の打開
 全拠点で改善に向けたPDCAを継続

経営戦略と結びついた人財戦略の構築と
実行フェーズへの移行の加速 P.62

  グローバルでの人事制度・プロセス・HRデータベースの
統合と、グループ適所適材の基盤づくり
  将来の事業戦略のニーズを見据えた人財の質と量の定義
  事業戦略のニーズにマッチした人財（DX人財、ソリュー
ション人財等）の育成と採用力の強化

例）   Yokogawa Universityを 通 じ た グ ル ー プ 全 社 員 へ の 
　教育機会充実

事 業 を リ ー ド す る 基 幹 人 財 の 育 成 強 化（ グ ロ ー バ ル 
　トレーニングセンター等）
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